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BRL c28500(Clavulanic acid-Ticarcillin)の

呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る 臨 床 的 検 討

山作房之輔 ・鈴 木 康 稔

水原郷病院内科

TIPCとCVAの 配合剤であ るBRL28500を17例 の呼吸器感染症(慢 性気管支 炎1例,肺 癌,

あるいは肺気腫などに合併 した2次 性呼吸器感染症3例,気 管支肺炎2例,肺 炎4例,mycoplasma

肺炎3例,感 染性気管支拡張症,感 染性 ブ ラ(肺 炎併発),肺 嚢 胞感染(肋 膜炎併発)お よび肺化

膿症各1例)に 使用 した。mycoplasma肺 炎 の3例 を除 くと,臨 床 効果 は2次 性呼吸器感染症の2

例にのみ無効 で,そ の他 の12例 は 自他覚所 見,臨 床検査 値が改善 し,有 効ない しは著効 と判定 さ

れた。mycoplasma肺 炎では,1例 は臨床症状 の改善 をみたが,他 の2例 では改善 しなか った。 副

作用は全例に認め られず,臨 床検査値異常 はGOTとGPTの 軽度上昇が1例 に認め られた。

BRL28500はClavulanic acid(CVA)とTicar-

cillin(TIPC)を1:15の 比 率 で 配合 し,Penicillinase

とCefloximaseをCVAに よ って 不 活 化 し,グ ラム陽

性菌,陰 性 菌 に 対 す るTIPCの 抗 菌 作 用 を 増強 し よ う

とす るもので,私 ど もは 各種 呼 吸 器 感 染症 に 対 して 本 剤

を臨床的に使用 し,そ の効 果 と安 全 性 を 検 討 した 。

1.対 象 と使 用方 法

対象は1984年6月 か ら1985年11月 まで の 間 に 水

原郷病院内科 に入院 した 呼 吸 器感 染 症 患 者17例 で,男

13例,女4例,年 齢 は25歳 か ら90歳 で あ る。症 例 の

内訳は慢性気管 支炎1例,肺 癌,あ る い は肺 気 腫 な ど に

合併 した2次 性 呼吸 器感 染 症3例,気 管 支 肺 炎2例,肺

炎4例,mycoPlasma肺 炎3例,感 染 性 気 管 支 拡 張 症,

感染性 ブラ(肺 炎併 発),肺 嚢胞 感 染(肋 膜 炎 併 発)お よ

び肺化膿症各1例 で あ る。

1回 量は主治 医 の判 断 に よ り1.697例,3.2910例

で,1日2回 ず つ静 注 ま た は点 滴 静 注 で 使 用 し,総 量 は

12.89か ら275.29で あ った。

II.臨 床 成 績

概要はTable1に 示 した。臨床 効 果 は著 効1例,有 効

12例,無 効4例 で あ ったが ,本 剤 の適 応 対 象 外 で あ る

mycoplasma肺 炎が 有効 症 例 中 に1例 ,無 効 症 例 中 に2

例含まれ てい る。

各症例 につい て簡 単 に説 明 す る。

症例1発 熱,咳,疾 を主 訴 と して 入 院 した が 本剤 に

より喀疾 は3日 目,咳 は4日 目に 消 失 し,体 温 も4日 目

には平熱 とな り有効 で あ っ た。

症例2～42例 は 肺 癌,1例 は 肺 気 腫 に 合 併 した2

次性呼吸器 感染 症 で,症 例2は 咳 ,疾 が 消 失 して 有 効 で

あったが,症 例3は 下 熱 した が咳,疾 は改 善 せ ず,胸 部

レ線像増悪 し無効,症 例4は 疾 は消失,咳 も一 時消失 し

たがイ ソフルエ ンザ に罹患 して再 発,胸 部 レ線像 で右気

管 支肺炎 が出現 し無効 であった。

症例5咳,疾 を主訴 とし,胸 部 レ線上左中,下 肺野

に気管支肺炎陰影を認めたが,本 剤を使用後疾は2日 目,

咳は3日 目に消失,胸 部 レ線陰影 も8日 目にほぼ消失 し

て有効であ った。

症例6咳,疾 を主訴 とし,胸 部 レ線上右 中,下 肺野

にか な り広範 な気管支肺炎陰影 を認 めたが,本 剤 を使用

後疾 は2日 目,咳 は4日 目に消失,胸 部 レ線陰影 は次第

に縮小改善 し,15日 目にほぼ消失 し有効 であった。

症例72ケ 月前か ら咳が持続 して来院,胸 部 レ線 上

右下肺野に 肺炎陰影を 認め 本剤を使用 し,咳 は12日 目

に消失,胸 部 レ線 像 も次第に改善,17日 目にほぼ消失

して有効であった。

症例81週 間前か ら発熱,3日 前か ら咳,疾 が出現

し,胸 部 レ線上左中肺野に肺炎陰影を認め,本 剤を使用

後2日 目に下熱,疾 は5日 目,咳 は6日 目に消失,肺 炎

陰影は15日 目にほぼ消失 し,有 効で あった。 なお,本

例 の喀疾培 養では肺炎球菌が 多数検 出され,起 炎菌 と推

定された。

症例9頸 髄損 傷のため整 形外科 に入院中に12日 前

か ら咳,10日 前か ら疾 が 出現,胸 部 レ線 上右下肺野に

肺炎陰影を認めて内科 に転科 した。本剤使用後疾は8日

目,咳 は11日 目に消失,胸 部陰影 も16日 目にほぼ消失

して有効であった。

症例102週 間以上前か ら発熱,5日 前か ら咳,左

胸痛出現,近 医の治療に よ り下熱 したが胸痛は増強 して

当院を受診 し,胸 部 レ線上左中,下 肺野 に肺炎陰影 を認

め,本 剤を使用 した。咳,胸 部痛は2日 目に消失,肺 炎
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陰影は8日 目にほぼ 消失 して 有効 で あ った 。

症例11～13経 過 中にM秒coplasmapneumoniaeの

補体結合反 応が上 昇 し,mycoplasma肺 炎 と判 明 した 。

本剤使用に より症 例11で は熱 は4日 目,疾 は3日 目,

強 い咳は6日 目に 消失 し,肺 炎 陰 影 は8日 目 に 消 失 し

た。症 例12,13で は有 熱状 態 は 変 わ らず,咳,疾 は消

失せず,レ 線 像は増 悪 した の で,5日 目にMinocycline

に変更した。 本剤 はmycoplasmaに は 作 用 せ ず,3例

とも本来 対象 疾患 でな いが,症 状,所 見 の 経過 に 対 して

前者は有効,後 の2例 は無 効 と一 応 判 定 した。

症例14～17は 嚢胞,空 洞 な どを 有 す る感 染 症 で あ

る。

症例14約2週 間 前か ら咳,疾 が 持 続 し,そ の 後 発

熱 もあ り入院 した気 管支 拡 張症 を 基 礎 疾患 と す る 症 例

で,本 剤使用 後3日 目に下 熱 し,疾 は8日 目に は減 少,

15日 目には ご く少量 とな り,咳 もほ ぼ 消 失 し て 有 効 で

あった。入院時 の喀 疾培 養 か ら はH.influenzaeが 多 数

検 出され,起 炎 菌 と考 え られ た 。

症例151週 間 前か ら悪寒,発 熱 が 持続 し,胸 部 レ

線上右上肺野に感 染 性 ブ ラ と思 わ れ る透亮 像 を伴 う陰 影,

下肺野に肺炎陰影 を認 め,本 剤 使 用 後5日 目に下 熱,咳

は8日 目に消失,レ 線 陰影 は15日 目に 上,下 肺 野 と も

ほぼ消失 して有効 で あっ た。

症例16右 上 葉 に数 個 の嚢 胞 が あ り,従 来 も感 染 し

て入院 したこ とが あ る。 今 回 は10日 前 か ら食 欲 低 下,

入院前 日か ら発熱,咳,大 量 の疾 が 出現 した 。 胸 部 レ線

像では右上葉 の嚢胞 に 水平 面 を呈 す る貯 留 像 と左 胸 水 を

認め,喀 疾培養 では 有意 の細 菌 を検 出せ ず,胸 水 培 養 は

陰 性であ った。 本剤 使用 に よ り2日 目か ら 体 温 は 概 ね

37℃ 以下 にな り,喀 疾 性 状 は7日 目頃 か ら改 善 し,咳

は14日 目頃 か ら減 少,レ 線 の 嚢胞 内貯 留 像 も 徐 々に 減

少し,13日 目に は嚢 胞 の輪 郭 の み と な り,43日 間 使 用

して症状は概 ね消 失 し,有 効 で あ った。

症例17約3週 間前 か ら錆 色 の疾 の喀 出 が あ っ て 来

兜 胸部 レ線,断 層 撮影 に よ り左 中肺 野 に 径1.5cmの

空洞を伴 うほ ぼ 円形 の陰影 を認 あ た 。熱 は 最 初 か ら37。C

訪後で,錆 色疾 は5日 目に完 全 に 消 失,咳 も6日 目に 消

失した。 レ線像 は12日 目に は 空 洞 周 囲 の 浸 潤 影 は 縮 小

し,26日 目には径1cmの 薄い空 洞壁 を 残 して浸潤影

は消失 して著効であ った。

副作用 ・臨床 検査値異常

臨床的副 作用 は認め られなか った。本剤使用前後 の臨

床検査値 はTable2に 示 したが,症 例15で,GOT,GPT

の軽度上昇が認 められ た。 本例のGOT,GPTは 本剤 使

用2週 間後43,29,3週 間後61,70と な り,27日 間 の

使用終了後次第 に正常化 したので多分関係あ るもの と判

断 され た。

III.考 按

BRL28500はCVAとTIPCの 配合剤 で病 巣内の起

炎菌,あ るいは併存菌 の産 生す る β-lactamaseをCVA

に より不活化 させ,TIPCの 抗菌作用 を充分発揮 させ る

こ とを目標 としている。

呼吸器感染症 の起炎菌 となる菌群 の中 に はS.aurms

のよ うに高率 に β-lactamaseを 産 生す るもの もあ り,ま

た肺化膿症 の起炎菌 となる嫌気性菌群 の中に も β-lacta-

mase産 生能の高い もの もあ るので,こ れ らの細菌 の感

染が予想 され る各種呼吸器感染症 にBRL28500を 使用

した。

17症 例の うちmycoplasma肺 炎 の3例 を 本剤 の効果

判定対象か ら除外 した14症 例 では著効1例,有 効11例

で,無 効の2例 は肺気腫 と肺癌に合併 した2次 性呼吸器

感染症2例 のみで,86%の 高 い有効率がみ られ た。特 に

感染を伴 った気管支拡張 症1例,ブ ラお よび肺嚢胞の感

染各1例,空 洞を有 す る肺化膿症1例 の計4例 は嫌気性

菌 の関与が推定 されたが,全 例順 調に改善 した ことは山

口ら1)が報告 している併存菌 に よる薬剤 の不 活化作用 を

配合 されたCVAが 阻止 した もの と考え られ,配 合剤 の

メ リッ トと思われ た。

最大使用量が275.2gに 及んだ例 もあ ったが,副 作用

は1例 もな く,GOT,GPTの 上 昇 した1例 も27日 間

の使用 が支障 な く行われ,安 全性 につ いてもTIPC単 独

使用 と変わ らない と考 えられた。
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CLINICAL STUDY ON BRL 28500 (CLAVULANIC

ACID-TICARCILLIN) IN THE TREATMENT

OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

FUSANOSUKE YAMASAKU and YASUTOSHI SUZUKI

Department of Medicine, Suibarago Hospital

BRL 28500 was administered to 17 patients with various respiratory infections. Good effects were ob-
served in all 12 cases of chronic bronchitis (1 case), bronchopneumonia (2 cases), pneumonia (4 cases)

,i
nfectious bronchiectasis (1 case), infectious bulla (1 case), infectious pulmonary cyst (1 case) and pul-
monary abscess (1 case). In 3 cases with secondary pulmonary infections of lung cancer or pulmonary
emphysema clinical effects were good in 1 case and poor in 2 cases. In 3 cases of mycoplasma pneumo-
nia clinical symptoms were improved in 1 case but not improved in other 2 cases in the treatment of
BRL 28500. Clinical side effects were not observed in all cases. Elevation of S-GOT and S-GPT were
observed in 1 case.


